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研究成果の概要（和文）：ボンディング障害とは子供をかわいいと思えなかったり攻撃したくなる衝動が起こる
状態を指す。そのボンディング障害と虐待的育児の関係を母親の体験から解明した。その結果、以下のことが明
らかになった。①ボンディング障害は母親の置かれた状況と条件によりその程度が変化する、②ボンディング障
害は母親の置かれた状況と条件により虐待的育児を引き起こす、③母親はボンディング障害を自覚している場合
が多い、④ボンディング障害があっても母親には様々なストレングスがある、である。

研究成果の概要（英文）：Bonding disorder is a condition that causes an inability to think of 
children as cute or an urge to attack them. The relationship between bonding disorder and abusive 
parenting was elucidated from the mothers' experiences. The results revealed the following. (1) 
Bonding disorder varies in degree depending on the mother's circumstances and conditions, (2) 
bonding disorder causes abusive parenting depending on the mother's circumstances and conditions, 
(3) mothers are often aware of their bonding disorder, and (4) mothers have various strengths even 
when they have bonding disorder.

研究分野： 精神保健看護、母性保健看護

キーワード： 育児行動　ボンディング障害　抑うつ状態　虐待的育児防止　母親　グラウンデッド・セオリー・アプ
ローチ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ボンディング障害が虐待的育児を引き起こす状況と条件がわかった。母親は自身のボンディング障害を自覚し、
自分の育児を変えたいと願っていた。そして、それら母親は様々な力（ｽﾄﾚﾝｸﾞｽ）を持っていた。母親に対し問
題点の解決からではなく、元々持っているストレングスからアプローチすることにより、新たな虐待的育児防止
の支援方法が創出できる可能性が出てきた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 本邦においては、従来より児童虐待防止対策の充実が図られているが、依然深刻な児童虐待
事件は後を絶たない。これまで、虐待的育児は母親の抑うつや育児不安が要因であると考えられ
てきた（DeBellis, M.ら, 2001; 田口, 2007; 厚生労働省, 2019）。申請者も、抑うつ状態にある母
親がある状況下にあっては虐待的育児を行うことを報告してきた（Katayama & Kitaoka, 2018; 
片山ら，2019; 片山ら，2020）。しかし最近、Ohashi ら（2019）は、産後うつではなくボンデ
ィング障害が虐待的育児の強い要因である可能性を報告している。ボンディング障害とは、自分
の子どもに愛情や慈しみの感情が湧かず、子どもを世話したい、守りたいという感情が弱く、逆
にイライラしたり敵意を感じ、攻撃したくなる衝動が出てくる心理状態を指している（日本周産
期メンタルヘルス学会, 2017）。産後うつとボンディング障害は相関しており（O’Higgins ら, 
2013）、両者が虐待的育児の予測要因となりうる（Kitamura ら, 2013）。このボンディング障害
は、母子の相互作用に負の影響を与え（Muzik ら, 2013）、児の情緒や行動の問題を大きくする
（Behrendt ら, 2019）ことが報告されている。 
 
(2) ボンディング障害に関する臨床研究が盛んになってきたのは 1990 年代からである。近年、
ボンディング障害は産後うつ病と同等あるいはそれ以上の問題として重要な課題となってきて
いる。しかし、ボンディング障害については研究され始めたばかりで、虐待的育児との関係に関
する知見の集積はまだ十分とは言えない。特に縦断面的調査による報告は見られない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ボンディング障害をもつ母親の育児中の思いと育児行動から虐待的育児と

の因果関係を解明することである。新たに注目されている概念の実用性に対して解答を得る挑
戦と考えている。本研究では、母親ひとり一人に半構成的な面接を行い、母親の内面世界にアプ
ローチし、それらを科学的に分析統合することにより、ボンディング障害をもつ母親はどのよう
な育児プロセスを踏むのかを描く。これにより、ボンディング障害と虐待的育児の因果関係を明
らかにすることが可能となる。本研究は産後の抑うつ状態とボンディング障害とを踏まえた、新
しい視点からの虐待的育児予防止支援プログラムを提言できる。 
 
３．研究の方法 
 研究全体は「因果解明」および「看護介入」で構成されている。本研究では「因果解明」部分
のボンディング障害と虐待的育児との因果関係の解明を行う。 
(1) 【予備調査】 
対象者：ボンディング障害をもつと思われる母親とその子ども 
方法：①地域の NPO が主催する育児教室に参加する。②参加観察法実施。③得られたデータは、
GTA を用いて母親の育児行動について分析する。 
 
(2) 【面接調査】 
対象者：予備調査で知り合った研究協力可能な母親 10～15 名。対象者は就学前の子どもを育児
している母親とする。 
方法：母親には個別に面接調査を行う。①「赤ちゃんへの気持ち質問票（MIBS-J）（Yoshida, 2012）」
を用いて、ボンディング障害の程度と側面を明らかにする。②「育児中の出来事とその時感じた
子どもへの気持ち、そしてその後の育児行動」について語ってもらう。③因果関係を解明するた
めに GTA を用いて分析する。④分析結果を基に因果関係関連図を作成する。 
 
４．研究成果 
研究参加者の面接調査については、COVID-19 の感染症拡大の影響を考慮し、直接対面ではな

くパソコンやスマートフォンを使用した遠隔での面接調査に切り替えて実施した。その結果、9
名の参加者の面接が終了し、この後 3名の面接を予定している。分析方法は、Grounded Theory 
Approach を用いた。現在、得られたデータの分析を進めている。現時点での分析の結果、以下
のことが明らかになった。以下、順に述べる。なお【】は中核カテゴリー、≪≫はサブカテゴリ
ー、＜＞はラベル名を示している。 
 
(1) ボンディング障害の疑いのある母親が子どもに愛着を感じるプロセス 
母親は≪自分の関心は子どもより旦那≫と感じており≪全然苦しまなかった出産体験≫から

≪産んだ感じがしない≫と思っていた。さまざまなプロセスを経て≪子どもに愛着を感じない
≫あるいは≪子どもと離れたくない≫のどちらかに至るプロセスを循環していた。子どもに愛
着を持つことができたカギは【自分と少し似ている子ども】と感じたことであった。母親は愛着
を感じていない自分を自覚し≪出産直後からの子どもとのふれあい≫を行っていた。そして、必
死で自分と似ているところを探す行動をとっていた。子どもに自分と似ているところを発見す
ることで徐々に子どもを「かわいい、私の子、離れたくない」と感じるようになっていた。 



母親は我が子が存在する実感が持てていなかった。それは、子ども自体に関心を持てないこと
に加え、出産体験が全く苦しいと感じるものではなかったことが関係していると考えられる。こ
の事例から、ボンディング障害のある母親が、子どもに自分と似ているところを発見する体験が
子どもへの愛着を持つきっかけとなる可能性が示唆された。 
 

(2) ボンディング障害の疑いのある母親が周囲から育児支援を得るプロセス 
 母親は両実家からの支援を全く受けず≪旦
那と二人で子育て≫をしていた。育児を続ける
中で≪育児を助けてくれる友達≫≪ずっと支
援してくれる産院の助産師≫≪継続的に支援
する保健師≫≪代弁する病院のスタッフ≫と
いうソーシャルサポートを経て、≪頼れる人が
欲しい≫あるいは≪困りごとは解決している
≫のどちらかに至るプロセスを循環していた。
さまざまな人々から支援を得られたカギは【自
分のことを躊躇なく話す】であった。母親は自
分の置かれた境遇や状況を躊躇なく率直に周
りの人々に話していた。そのため＜友達が出産
直後に助けに来た＞り、＜友達が自分のために
自宅で過ごしてくれ（る）＞たり、＜ママ友や
同僚が子ども用品をくれた＞りしていた。ま
た、＜産院の助産師が妊娠中から自分を支えた
＞り、＜保健師が支援をつないで助けてくれた
＞り、＜自分がしてほしいことを医師が代弁し
（た）＞てくれたと感じ≪困りごとは解決して
いる≫に繋がっていた。 
母親が自分について躊躇なく話すというこ

とが功を奏し、周囲の人々は育児で困っている
という事情を知ることができ、支援の手を差し
伸べている。さらに、生まれたばかりの我が子
であっても躊躇なく他人に委ねており、周囲の人々も遠慮なく支援することができている。ボン
ディング障害とは情緒的な絆の障害である。本事例の母親は自分自身に対するボンディング形
成も弱く、育児下においてはそのことが逆にストレングスとなって作用したと考えることがで
きる。このようなストレングスを見つけ活用することができれば、ボンディング障害があっても
育児を上手く進めることができる可能性を示している。 
 
(3) ボンディング障害のある母親の子どもに対する気持ちの変化のプロセス 
母親は日々、≪思い通りにならない子どもに

困り果てる≫と感じていた。≪不満が積もりに
積もって夫と喧嘩≫となることもあり、さまざ
まなプロセスを経て、≪産まなければよかった
≫あるいは≪夫と同じくらい大切≫のどちら
かに至るプロセスを循環していた。子どもに肯
定的な気持ちを持つことができたカギは【育児
する自分と子どもへの夫の関心】であった。母
親は育児している自分やその対象である子ど
もに対し、夫が関心を持って接してくれる場
合、子どもの世話を嫌だとは思わず、子どもと
一緒に居て幸せや愛情を感じていた。一方、夫
の関心を感じられない場合、子どもを嫌い、憎
しみを感じ虐待したい思いを生じさせていた。  
本事例の母親には夫へのアタッチメントと

いうストレングスがあると考えられる。夫か
ら、自分と自分の育児への関心を感じた場合、
子どもへの拒否感無く、育児を継続していた。
このことから、愛着を持つ人物を引き入れての
支援は、母親の育児行動を肯定し強化できる可
能性があると考えられる。本事例から、母親が
ボンディング障害という虐待的育児に関連す
る要因をもっていても、その人の持つストレン
グスが上手く作用すれば、子どもにとって有益
な育児に繋げられる可能性が示唆された。 
 



以上の結果から、以下 4点について分かった。①ボンディング障害は母親の置かれた状況と条
件によりその程度が変化する、②ボンディング障害は母親の置かれた状況と条件により虐待的
育児を引き起こす、③母親はボンディング障害を自覚している場合が多い、④ボンディング障害
があっても母親には様々なストレングスがある、である。母親のストレングスを活用することに
より新たなボンディング障害への支援方法創出の可能性があることが示唆された。今後は追加
の面接調査および分析を進めていく。 
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